
今月21日に苗穂工場支部で北鉄労から23歳の青年の加入を勝ちとったＪＲ
北労組が、今度は岩見沢支部で１名の組織拡大を果たした。「平和共存否定」
などという非常識な方針に固執する北鉄労とは今こそ訣別の時だ！

ＪＲ北労組が、5月28日、今年度の新規採用者の加入を勝ちとった。今回ＪＲ
北労組に加入したのは岩見沢管理室に配属されたばかりの19歳の青年だ。

この青年は、研修期間中に北鉄労に加入した同じ新規採用者から、北鉄労
への加入を勧誘されていた。しかし、職場に配属されるまではどこの労働組
合にも加入しないとの意思の下、未加入を貫き、岩見沢管理室に配属となっ
た段階でＪＲ北労組に加入する決心をした。

加入のきっかけとなったのは、
入寮時にＪＲ北労組が配布したチ
ラシで「ＪＲ北海道には複数の労
働組合がある 「組合の選択は、」
あせらず自分の意思で決めよ
う！」と訴えていたことにある。
まさに、ＪＲ北労組の地道な組合
活動が結実したものと言える。

新規採用者に対して堂々とＪＲ連合・ＪＲ北労組への加入を働きかけよう！
ＪＲ北労組は 「社員間の和を大切にしながら、明るい職場を築き、働き、

やすい環境の中で業務をすることが一番大切だ。職場の先輩として、あらゆ
る機会を通じて、仕事や労働組合について教え、ＪＲ北労組の魅力を知って
もらい、さらに加入を勧めよう！ 「今回の新規採用者の加入は、北鉄労の」
強引な勧誘に不満を持ちながら加入している北鉄労組合員に勇気を与えてい
る。まともな労働組合の組合員として、ＪＲ北労組に自信を持って勧誘しよ

」 。 。う！ と訴えている ＪＲ北労組の更なる組織拡大の取り組みが期待される
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JR北労組に19歳の新規採用者が加入!


